
 1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

▼バリアフリー推進ネットワークからのお知らせ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
■交通バリアフリー推進の集い 参加者募集中です（11月10日） 

11 月17 日（金）に「第５回交通バリアフリー推進の集い」を開催いたします。 

今年も全国の交通バリアフリー推進に関する取組のうち、先進的な事例や他の範とすべき事例としてバリアフリー優秀大賞

の発表・表彰式とバリアフリー奨励賞の発表を行います。また、今年度は特別講演会として、これからの交通事業者が求

める教育訓練プログラムのあり方について、アメリカからプロジェクトアクション代表のアラン・アベソン氏と、様々なニーズを

理解すること（気づき）の重要性について、慶應義塾大学の中野泰志先生のお二人にご講演頂きます。 

現在、当日参加者募集中です。なお、定員（300 名）を超えてしまった場合のみ、ご連絡させていただきます。参加証等の発

行はいたしません。たくさんのご参加をお待ちしております。なお、当日は手話通訳、要約筆記、点字版プログラムの配布を

行います。 

申込締切：11 月１0 日（金） 詳細については→http://www.ecomo.or.jp/itami_sengen/tudoi5/tudoi5.htm  

 

■交通バリアフリー推進の集い冊子配布について 

 交通バリアフリー推進の集いの当日配付資料（第２回～４回）をご希望の方にお送りします。ご連絡ください。   

→FAX：03-3221-6674 E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp 

 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
▼ネットワーク参加団体からのお知らせ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
■福祉交通セミナー～これからの福祉交通戦略～ 

日本福祉のまちづくり学会では、障害者・高齢者等の移動の実現を目的として、特別委員会（福祉交通サービス）を立ち上

げ、福祉交通サービスや病院送迎、コミュニティバスやタクシーなどの交通システムについて、福祉交通のあり方や戦略の

研究を進めております。 

このたび、下記のとおり「福祉交通セミナー」を開催いたします。 

「福祉交通セミナー」の内容は、道路運送法等の法律の動向、計画や移動保障の基本問題の考え方、福祉交通サービ
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スの供給者および利用者の現状、公共交通システム、福祉交通の新しい事例（病院送迎、子育て支援、過疎地域の交通

等）について発表し議論を深めることを目的としています。多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

日時：10 月20 日～21 日 

場所：砧区民会館 ホール（東京都世田谷区成城6-2-1／℡03-3482-1313） 

募集人数：200 名 

参加費：2,000 円（資料代として当日受付にてお支払いください。２日分です） 

プログラム概要：一日目：国の制度、福祉交通サービスの現状、交通システムや計画の考え方 （９：４５～１７：３０） 

          懇親会（同会場にて１８時から） 

二日目：福祉交通の新しい展開、子育て中の移動支援（１０：００～１６：３０） 

申込方法および申込期限：10月6日（金）までに、①氏名、②所属、③連絡先、④参加日、⑤希望分科会（一日目）、⑥

懇親会参加の有無、をご記入の上、郵送、メール、ＦＡＸによりお申し込み下さい。郵送・FAX の方は、裏面の申し込み

書をご使用下さい。（申し込み多数でお断りする場合は事務局から連絡致します） 

※10 月 21 日午後のみ保育サービス（小学６年生まで）を用意しております。希望される方は、下記の申し込み時に保

育サービスが必要な旨ご記入下さい。こちらから折り返しご連絡差し上げます。 

申込先および問合せ先：首都大学東京 秋山研究室 気付 セミナー係 

E-mail sts2006tokyo@yahoo.co.jp FAX 0426-77-2352 

主催：日本福祉のまちづくり学会 福祉交通サービス特別委員会、交通エコロジー・モビリティ財団、世田谷区役所、 土木

学会ST サービス・交通バリアフリー研究小委員会、特定非営利活動法人 全国移動サービスネットワーク 

プログラム詳細（都合により予告無く変更する場合があります） 

＜一日目＞９：４５開会挨拶 

１０：００ 「国の制度」①道路運送法の改正 ②介護保険 ③障害者自立支援法 について 

コーディネーター：鎌田実（東京大学）、杉本依子（全国移動サービスネットワーク） 

説明：岡野まさ子(国土交通省自動車交通局旅客課課長補佐)、尾上浩二（ＤＰＩ日本会議事務局長）ほか 

13：30～14：45(分科会第１部) 

Ａ.福祉交通サービス供給側の現状（介護タクシー／NPO の移送サービス） 

コーディネーター中根 裕（生活協同組合エル）北川博巳（兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所） 

秋山糸織（移動サポートひらけごま） 

Ｂ.通院交通サービスの状況（病院送迎の考え方・事例＜通院・在宅医療等＞） 

コーディネーター：藤井直人 （神奈川県総合リハビリテーションセンター)、伊藤絵利子（移動支援フォーラム）、

沢田大輔（交通エコロジー・モビリティ財団） 

15：00～16：15(分科会第２部) 

Ｃ.コミュニティバス／ＤＲＴ（予約型交通）／過疎地有償運送 

コーディネーター：松原 淳(オリエンタルコンサルタンツ)、竹内龍介(現代文化研究所)、吉田樹(東京都立大学） 

Ｄ.福祉交通計画の考え方／福祉と交通の接点 

コーディネーター：山田 稔(茨城大学)、猪井博登(大阪大学)、河崎民子(かながわ移動ネット) 

16：30～17：30 総括・討論 「各分科会の報告とこれからの展望」 

コーディネーター：秋山哲男(首都大学東京)、高橋万由美(宇都宮大学)、武本英之(東京交通新聞) 

＜二日目＞ 

10:00-12:00 「福祉交通の新しい展開」世田谷区福祉移動支援センターを例に 

コーディネーター：秋山哲男(首都大学東京) 

コメンテーター ：小林信勝(世田谷区福祉移動支援センター長)、前沢幸夫(世田谷区保健福祉部障害者地域生

活課)、荻野陽一(世田谷ミニキャブ区民の会)、篠山 洋(有限会社ペイフォワード)、寺島 薫(株式会社アークポイ

ント)、鎌田 実(東京大学) 

13：00～16：30 「子育て中の移動支援について考える」 

①基調講演 岡野まさ子(国土交通省自動車交通局旅客課課長補佐) 

②子育てタクシーの取組から 鎌野実知子(花園タクシー社長)/神奈川の取組報告 

③障害を持つ子供の移動サービスの課題 岩崎洋子（NPO 法人ハンディキャブゆづり葉） 

④子育てバリアフリー 鈴木玲子（NPO 法人 彩の子ネットワーク） 

⑤パネルディスカッション コーディネーター：高橋万由美(宇都宮大学)、大森宣暁(東京大学) 
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■福祉移送・移動サービスセミナー 

日 時 ２００６年１０月7 日（土） １３：００～１６：３０ 

会 場 三宮勤労会館 ３０８号室    兵庫県神戸市中央区雲井通５丁目 

内 容 基調講演「全国移送サービスの現状」  三星昭宏氏（近畿大学理工学部社会環境工学科） 

        特別講演 下村富雄氏（国土交通省神戸運輸監理部兵庫陸運部） 

        パネル討論 小阪明氏（兵庫県健康生活部福祉局高齢福祉課）、馬場正一氏（兵庫県社会福祉協議会） 

                鳥居貢氏（でかけ隊）、その他の方  々

                コーディネーター 北川博己氏（兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所） 

参加費 １，０００円（その他、資料代として実費） 

締 切 ２００６年９月２９日（金） 

申込み・問合せ先 特定非営利活動法人 移動サービスネットワークこうべ 

〒６５７－００２４ 兵庫県神戸市灘区楠丘町２－１－１２ ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０７８－８２１－３２２２ 

※団体名、連絡先、出席者名などをご記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。 

※利用者の立場からご意見も上記まで。 

 

■合宿型移送サービス運転協力者・コーディネーター講習会 

 ○移送サービス運転協力者講習会／○移送サービスコーディネーター講習会 

 開催日：２００６年１０月１４日（土）～１５日（日） 

会 場 津田山オートスクエア セミナーハウス    神奈川県川崎市高津区下作延１８２３ 

定 員 ４０名（各講習会共） 

    ※ボランティア団体やＮＰＯ法人等、市民活動による移送サービス実施団体で、運転協力者またはコーディネーターとして

活動しているか、活動を始めようとしている方。 

    ※運転協力者講習会のみ定員に余裕がある場合は、営利法人の方も参加できます。 

    ※日帰り参加も可能です。 

参加費 １７，０００円（各講習会共・市民活動団体） 

    ※受講料、テキスト代、土曜の夕食、日曜の朝食、昼食、宿泊費、保険料を含む。 

    ※日帰り参加の場合は、14,000円(市民活動団体)受講料、テキスト代、土曜日の夕食と日曜日の昼食、保険料を含む。 

問合せ先 移送・移動サービス地域ネットワーク団体連合会 

〒１０２－００７２東京都千代田区飯田橋４－４－８朝日ビル４０２号室 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０３－３２２２－９９９０E-mail accessible-tic@pop16.odn.ne.jp 

 

■福祉車両安全運転実技講習会－事故をおこさない、もらわない・・「人命を預かっている」その重さを再認識－ 

通所サービス利用者送迎の一層の安全性向上、また相手方の過失・不注意による「もらい事故」 も含めて、危険予知を積

極的に行うことを目指したもので、“警視庁鮫洲運転試験場”に於いて警察官や交通指導員による実践的指導を行う講習

会です。※詳細につきましてはＵＲＬ:http://www.jcc-inc.com/fukushi/safetycourse.pdf をご覧ください。 

＜内容＞・交通安全講和     ・講義（福祉車両取扱）      ・実技コースの諸注意 

         ・実技① コース説明  （徒歩にてコース確認およびチェックポイントの説明） 

         ・実技② コース走行  （慣熟走行および実技講習） 

         ・実技③運転チェック （警察官・指導員による運転技能チェック） 

         ・運転実技講習講評および修了式  （警視庁実技講習カードおよび修了証書配布) 

＜日時＞  2006 年11 月26 日（日） 9:00～16:30 予定 

＜定員＞ 30 名 

＜場  所＞ 警視庁鮫洲運転免許試験場  品川区東大井 1-12-5  TEL03-3434-1374 

＜参加費＞ 8000 円（受講料、テキスト代、保険料を含む ※昼食は各自でお取りいただきます。） 

＜協力＞ 警視庁東京水上警察所、東京水上交通安全協会、東京都社会福祉協議会 

＜後援＞ （社）日本自動車工業会、交通エコロジー・モビリティ財団 

＜問合せ先＞ 特定非営利活動法人  福祉支援センター    福祉車両安全運転普及・啓蒙推進室 

                       〒108-0074 東京都港区高輪 1-2-16  TEL 03-5789-3805 FAX 03-5789-3806 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
▼エコモからのお知らせ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
■第３回LRT国際ワークショップー人と環境にやさしい交通システムと街づくりー開催 

 LRTに関する国際会議として、人と環境に優しく利便・快適なLRTの実現に期待を抱く国内外各方面の関係者が会し、LRTの

可能性を引き出し、その実現に向けた情報・意見の交換、議論の場として開催します。  

日時：10 月16 日～18 日 

場所：京都リサーチパーク http://www.krp.co.jp/access/index.html 

参加登録費：20,000 円（事前登録8 月31 日まで） 

主催：第３回LRT 国際ワークショップ実行委員会、独立行政法人交通安全環境研究所 

後援（予定）：国土交通省、財団法人鉄道総合研究所 協賛：交通エコロジー・モビリティ財団他 

詳細は→http://www.ntsel.go.jp/LRT_WS/LRT_WS2006.htm 

 

■国際標準化100年記念事業 

本年、2006年（平成18年）は、1906年に電気・電子分野の国際標準化機関であるIEC（国際電気標準会議）が設立されて

から 100 周年に当たります。また、1906 年にロンドンで開催された IEC 設立会議に参加した日本にとっても、本年は国際標準

化活動に参画して 100 年になります。 

記念行事として様々なイベント（標準化川柳の募集・標準化クイズ・出前授業・シンポジウム等）を企画・実施してございまして、

詳細はホームページにてご覧いただくことができます。http://www.standard100.jp/index.html 

 

■海上交通バリアフリー化に向けた意見募集 

 当財団では、離島生活航路のバリアフリー化を図るため、旅客船及び旅客船ターミナルのバリアフリー交通施設整備の助

成を行っております。海上交通バリアフリー化のために必要と思われるご意見、ご要望がありましたらお送りください。 

E-mail：t-arai@ecomo.or.jp FAX03-3221-6674 

 

■らくらくおでかけネット 

 現在は、鉄道駅4,072 駅、空港85、バス 158、旅客船411 ターミナルの情報を提供しています。最近の１日のアクセス件数

は、約3,000 件となりました。特に、携帯端末によるアクセスが増えています。なお、アドレスは下記の通りです。 

アドレス：（パソコン版）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/index/ 

            （携帯版）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile/ 

 

■小中学生の総合学習、修学旅行等の受け入れのご案内 

 毎年、総合学習や修学旅行等でバリアフリー等について学びにこられる学校の関係者の方へのご案内ページを新たに作

成しました。講習の他に、車いす体験や高齢者疑似体験等、ご希望に沿った内容で実施しています。  

詳細は→http://www.ecomo.or.jp/barier_free/gakusei/gakuseiukeire_index.htm 

 

■バリアフリー学習図鑑「みんなで考えるバリアフリー」（CD-ROM）の公開 

 子供達がバリアフリーや福祉に関する学習を進める上で、障害のある人達の日常の不便さ等を知り、ハード面のバリアフリ

ー、ソフト面での（心の）バリアフリーを理解し、バリアフリー社会の実現を自分のこととして捉えるため親しみやすいCD-ROMを

作成しました。現在、交通エコモ財団のホームページにて公開しています。是非ご利用ください。→ 

http://www.ecomo.or.jp/index_img/kaisetsu.htm 

 

■公共交通ターミナルのバリアフリー度評価について 

  公共交通ターミナルのバリアフリー度評価に関する簡易評価マニュアルを公開していますが、こちらは、あくまでも地域の市

民や学生の皆様などが自主的に評価に取り組まれる時のために提供しています。実際に駅を評価される場合は、皆様の自

主的な活動として、鉄道事業者の方にご連絡してください。なお、本マニュアルを利用して、駅等の評価を行われましたら、是

非とも当財団まで結果をお送りくださいますようお願い致します。  
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
▼行政からのお知らせ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
■交通バリアフリー法移動円滑化基本構想策定状況（平成18年7月31日まで）  

基本構想を作成済みの市区町村 214 市町村(251 基本構想) 

詳細は→http://www.mlit.go.jp/barrierfree/transport-bf/basicplan/jyurijyoukyou1709.pdf 

 

■さぬき路鉄道駅のバリアフリー手帖（国土交通省四国運輸局） 

香川県内の鉄道駅バリアフリー情報が公開されています。なお、らくらくおでかけネットとのリンクを順次行っていく予定です。 

詳細は→http://www.skt.mlit.go.jp/barrierfree/index.html 

 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
▼ニュース 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
□東海道・山陽新幹線全駅にAED設置 

JR 東海と JR 西日本は来年3 月までに自動体外式除細動器を全35 駅に設置されることになりました。 

詳細は→http://www.westjr.co.jp/news/newslist/article/060925e.html 

□JR北海道４駅にAED設置 

JR 北海道手稲駅、新札幌駅、新千歳空港駅、桑園駅の４駅に新たに AED が設置されることになりました。 

詳細は→http://www.jrhokkaido.co.jp/press/2006/060929-2.pdf 

□JR北海道、パーク＆トレインが更新 

新たに約4,000 台分の駐車スペースが確保されました。詳細は→http://www.jrhokkaido.co.jp/network/pt/pt.html 

□9月～来春にかけてJR東日本常磐線でバリアフリー化工事 

来春以降、常磐線土浦－いわき間、水戸線友部－小山間において車いす対応トイレを設置した車両が運行されます。 

また、常磐線東海駅、藤代駅、水戸線笠間駅においてバリアフリー化工事が行われます。 

詳細は→http://www.jrmito.com/news/pdf/info_e531.pdf 

□9月1日より西武バスでベビーカーの乗降が可能 

西武バスではベビーカーをお子さまを乗せたままでバスへの乗降が可能になります。 

詳細は→http://www.seibu-group.co.jp/bus/Stroller/index.html 

□9月1日から西武鉄道で駅ボランティアを募集開始 

今年度も昨年に引き続き駅ボランティアの募集を行います。 

詳細は→http://www.seibu-group.co.jp/railways/kouhou/news/2006/0829.1.pdf 

□9月1日からJR北海道で空席表示サービススタート 

北海道都市間特急列車の空席状況をホームページで検索できるサービスを開始します。 

詳細は→http://www.jrhokkaido.co.jp/press/2006/060831-1.pdf 

□9月7日からシーサイドライン2駅にバリアフリー設備 

横浜新都市交通株式会社では海の公園柴口駅と海の公園南口駅の 2 駅にそれぞれエレベーターが 1 基ずつ設置されま

した。詳細は→http://www.seasideline.co.jp/sibaminami20060907ev.pdf 

□9月8日まで、バスちかサポーターを募集 

仙台市では、バスちかサポーターの募集をしています。詳細は→http://www.kotsu.city.sendai.jp/baria/buschikasp/top.htm 

□9月10日よりJR西日本姫路駅で仮ホーム他を使用開始 

姫路駅の高架切換工事に伴い、9月10日から姫路線仮ホームが、9月24日から新たな仮連絡通路が使用開始になりま

す。詳細は→http://www.westjr.co.jp/news/newslist/article/060829a.html 

□9月11日から都営バスにAED設置 

東京都交通局では、路線バス車両内に新たに AED５台を設置しました。 

詳細は→http://www.kotsu.metro.tokyo.jp/domino01/kotsu/newstoei.nsf/2006/09071 

□9月12日から京急ご案内センター統一 

京浜急行の京急ご案内センターが統一されました。詳細は→http://www.keikyu.co.jp/news_kouhou/060908.shtml 

□9月15日から24日までJR四国で敬老きっぷ販売 

JR 四国では、「ありがとう敬老きっぷ」の販売を 8 月15 日から開始します。利用開始日時点で 60 歳以上の方が利用できる

切符です。詳細は→http://www.jr-shikoku.co.jp/03_news/press/06-07-31/02.htm 

□9月16日から交通実験2006兼六園ループバスが運行 
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北陸鉄道株式会社では交通実験2006 の交通実験１として兼六園ループバスを運行します。 

詳細は→http://www.pref.ishikawa.jp/toshi/koutu2006/k1.pdf 

□9月18日JR東日本長町駅高架化へ 

JR 東日本長町駅の高架化にともなりエスカレーター、エレベーター、多機能トイレの設備の他に、東西連絡通路も開通しまし

た。 

□9月19日からJR新潟駅で駅ナカ保育園開設 

JR 新潟駅に地元住民の子育て支援の一貫として、駅ナカ保育園「トッキー」が開設されます。0-5 歳児を対象とした認可外

保育園で、7:00～20:00 までの開園時間、定員は 60 人です。 

□9月19日から埼玉ダイナミックパーク＆ライド社会実験開始 

埼玉高速鉄道沿線において埼玉ダイナミック＆ライド社会実験のモニターを募集しています。詳細は→http://pr.s-park.jp/ 

□9月23日よりJR東海西岐阜駅にてバリアフリー化 

JR 東海東海道本線西岐阜駅にてエレベーター１基、多機能トイレ１カ所が使用開始されました。 

詳細は→http://jr-central.co.jp/co.nsf/news/nws2006921-135826 

□9月24日東急元住吉駅高架化へ 

東急電鉄東横線元住吉駅が複々線化に伴い高架化されました。エレベーター3 基、エスカレーター8 基、多機能トイレ男女

それぞれ１カ所の設備の他に、太陽光発電システムや雨水再利用など環境設備も設置されました。 

詳細は→http://www.tokyu.co.jp/railway/railway/train/shisetsu/shisetsu_motosumiyoshi.htm 

□9月28日より近鉄線内にAEDを設置 

近畿鉄道では 9 月28 日より、近鉄難波駅、近鉄名古屋駅など 14 駅に AED を設置しました。 

詳細は→http://www.kintetsu.jp/news/files/aed060921.pdf 

□9月29日より大阪市営地下鉄にバリアフリー設備 

御堂筋線東三国駅に多機能トイレが、堺筋線恵美須町駅にエレベーターが設置されました。 

詳細は→http://www.kotsu.city.osaka.jp/news/kotsu_b/18/hitoyasa/ekisisetujujitu.html#180929a 

□9月30日まで、東北運輸局でバリアフリーボランティアを募集 

東北運輸局では、バリアフリーボランティアを募集しています。詳細は→http://www.tht.mlit.go.jp/kk/kk-ekibora.htm 

□9月30日桃花台新交通が廃止 

9 月 30 日をもって桃花台新交通(ピーチライナー)が廃止されることになりました。廃止後は路線バス等が新設・増便されます。

詳細は→http://peachliner.jp/haichi_kyoka.pdf 

□モバイルSuicaが便利に 

JR東日本が今年1月よりスタートさせたモバイルSuicaの機能が広がり、ビューカード以外での登録や銀行チャージの開始な

どが始まります。詳細は→http://www.jreast.co.jp/press/2006_1/20060902.pdf 

□10月1日から岡電バスでIC乗車券ハレカ誕生 

岡電バス及び路面電車で利用可能な IC チップ入り乗車券ハレカが誕生しました。 

詳細は→http://www.okayama-kido.co.jp/hareca/ 

□10月1日から阪堺電車で社会実験 

阪堺電気軌道株式会社と堺市は、１区間運賃で全区間を乗車できる社会実験を 11 月30 日まで実施しています。 

詳細は→http://www.hankai.co.jp/syanai5.pdf 

□10月1日から岡山県の家庭応援カードでタクシー１割引 

岡山県浅口市の寄島タクシーは、「おかやま子育て家庭応援カードももっこカード（岡山県発行）」の提示により１割引サービ

スをはじました。詳細は→http://www.sanyo.oni.co.jp/sanyonews/2006/09/21/2006092109081352005.html 

□10月1日から熊本市電が均一料金 

熊本市交通局は市電全線を 3 ヶ月間、大人150 円子供80 円の均一運賃を試行します。 

詳細は→http://www.kotsu-kumamoto.jp/Content/asp/topics/topics_detail.asp?PageID=2&ID=64&type=1 

□10月1日からJR東日本モバイルSuicaが便利に 

モバイル suica サービスが JCB、UC、DC、三井住友、アメリカン・エキスプレスカードでご利用頂けます。 

詳細は→http://www.jreast.co.jp/press/index.html 

□10月1日から神戸市営地下鉄でICカード「PiTaPa」を導入 

神戸市交通局では市営地下鉄全線にて、PiTaPa が導入されます。 

詳細は→http://www.city.kobe.jp/cityoffice/54/press/20060824tp20.pdf 

□10月1日から西武鉄道特急レッドアロー号が全車禁煙 

池袋、新宿線で運転している特急レッドアロー号が全車禁煙となります。 
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詳細は→http://www.seibu-group.co.jp/railways/kouhou/news/2006/0816.1.pdf 

□10月1日からJR東日本ﾋﾞｭｰ･Suica ｶｰﾄﾞがｵｰﾄﾁｬｰｼﾞ開始 

JR 東日本では「ビュー・スイカカード」カード内の残額があらかじめ設定した金額以下になると自動改札機にタッチして入場す

る際に自動的にチャージされるオートチャージサービスを、10 月1 日から開始することになりました。 

詳細は→http://www.jreast.co.jp/press/2006_1/20060702.pdf 

□10月7日から京成線京成津田沼駅にバリアフリー施設 

京成線京成津田沼駅成田方面乗換専用連絡通路にエスカレーターが設置されます。 

詳細は→http://www.keisei.co.jp/keisei/kouhou/news/18-042b.pdf 

□10月9日から調布市コミュニティバスが開業 

調布市のコミュニティバス新規路線、調布市ミニバス北路線（調布駅北口～武蔵野市場～柴崎折返場）が開業します。 

詳細は→http://www.keio.co.jp/news/nr060928v07/index.html 

□10月15日からJR西日本岡山駅橋上化へ 

JR 西日本の岡山駅では橋上駅舎と東西をつなぐ連絡通路が 10 月 15 日から使用開始されます。駅設備はホームとコンコ

ースを結ぶｴﾚﾍﾞー ﾀｰ４基、エスカレーター８基、その他多目的トイレも設置されます。 

□10月21日からJR西日本ICOCAのエリアが拡大 

北陸線虎姫－近江塩津間間（6 駅）と、湖西線北小松－永原間（8 駅）で ICOCA の使用を開始します。 

□10月29日から秩父鉄道で観光パーク＆ライド実証実験 

秩父鉄道ではパーク＆ライド実証実験を寄居駅で行います。詳細は→http://www.ktt.mlit.go.jp/tetudou/pr/pr.htm 

□11月からJR西日本北陸線、湖西線で新型交通導入 

米原－福井間、近江塩津－近江今津間において新型車両が導入されます。ホームとの段差改善、１編成当たり車いす

対応トイレ、車いすスペースを各１カ所設けるなどバリアフリーに配慮されています。 

□11月1日から琴電電子マネーをスタート 

高松琴平電気鉄道は IC カード IruCa を使った電子マネーサービスを開始します。 

□11月3～5日JR四国サイクルトレイン運行 

JR 四国予讃線、土讃線、高徳線において、サイクルトレインを運行します。 

詳細は→http://www.jr-shikoku.co.jp/03_news/press/06-09-25/02.htm 

□11月25日からJR東海でIC ｶｰﾄﾞ TOICA開始、モニター募集 

 JR 東海では 11 月25 日から名古屋エリアの在来線で IC カードサービスを開始することとなりました。また、9 月30 日～10 月

29 日までモニターも募集しています。詳細は→http://jr-central.co.jp/co.nsf/news/nws2006724-171310 

□9月から東京メトロ有楽町線に新型車両導入 

 東京メトロ有楽町線に新型車両が9月より順次導入されます。ホームとの段差が縮小され、車内には情報表示装置が設置

されます。 詳細は→http://www.tokyometro.jp/news/2006/2006-21.html 

□来年初めからタクシーでもSuica導入へ 

 東京都内のタクシー会社で来年初めを目処に Suica が導入されることとなりました。 

詳細は→http://www.jreast.co.jp/press/2006_1/20060403.pdf 

□来年2月頃東京メトロと都営地下鉄の案内板統一 

来年2 月をめどに東京メトロと都営地下鉄が駅ナンバリングに続き、案内板が共通化されます。 

□2007年3月19日に大阪モノレール線延伸へ 

国際文化講演都市モノレール線（彩都線）の阪大病院前駅－彩都西駅間が延伸されます。 

詳細は→http://www.osaka-monorail.co.jp/admin/pdf/180905kaigyou.pdf 

□来年3月からsuicaとPASMOの相互利用サービス開始 

首都圏のJR・公民鉄をはじめ路線バスなどに１枚のIC乗車券で乗車できる「IC乗車券の相互利用サービス」が開始します。

この IC カードは子供用SF カードの発行や電子マネーの相互利用サービスなども開始します。 

詳細は→http://www.tobu.co.jp/news/2006/5/060529.pdf 

□来年4月からJR他移動でDMVが営業運転開始 

JR 北海道では線路と道路の双方で走行できるデュアル・モード・ビークル（DMV）の営業運転を、釧網線浜小清水－藻琴間

で開始されることになりました。詳細は→http://www.jrhokkaido.co.jp/press/2006/060809.pdf 

□来夏からJR西日本ICOCAの利用エリア拡大 

JR 西日本では、IC カード「ICOCA」の利用エリアが岡山、広島エリアに拡大することになりました。 

詳細は→http://www.westjr.co.jp/news/newslist/article/060524b.html 

□西日本鉄道 2008年春からICカード導入 
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西日本鉄道では、鉄道、バス、グループの商業施設で使える IC カードを 2008 年春に導入することになりました。 

詳細は→http://www.nishitetsu.co.jp/nnr/inf/release/release05_146.htm 

□2008年春から小田急電鉄新型ロマンスカーを導入予定 

小田急電鉄では東京メトロ千代田線乗り入れ用新型特急ロマンスカー60000 形 MSE の製造を決定しました。車いす対応型

座席、車いすスペース、オストメイト機能付き多機能トイレの設置を予定しています。 

詳細は→http://www.d-cue.com/program/info/data.info/1993_6852248_.pdf 

□2009年からJR北海道でICカード導入開始 

  JR 北海道では、2009 年から IC カード導入を開始予定です。詳細は→http://www.jrhokkaido.co.jp/press/2006/060427.pdf 

 

 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
▼各種催し物のお知らせ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
□第７回誰でも楽しもう霞ヶ浦－体育の日大会－ http://www9.ocn.ne.jp/~marina/eventnews.htm 

日時：10 月8 日 ／ 場所：京成マリーナ 

申込：FAX 又はメイルでお申し込み下さい。（住所・氏名・連絡先など） 

〒300-0033 土浦市川口２－１３－６  京成マリーナ担当：営業部 加固久雄 

tel：029-822-2437  fax：029-826-2839  E-mail：keiseimarina@minos.ocn.ne.jp 

□楽＆楽モビリティDay in 東京  http://www.im-fine.net/event/rakuraku.html 

日時：10 月14 日 ／ 場所：船の科学館 

□アイフェスタ2006in神戸 http://www.jrps.org/hyogo/local/#181015 

日時：10 月15 日 ／ 場所：神戸市立六甲道勤労市民センター 

□REHACARE International 2006 (国際リハビリテーション・介護機器展)  http://www.rehacare.de  

 日時：10 月18 日～21 日 ／ 場所：デュッセルドルフ見本市会場     

□東洋大学人間環境デザイン学科開設記念連続シンポジウム http://www.toyo.ac.jp/life-d/ 

日時：10 月21 日 ／ 場所：東洋大学朝霞キャンパス 

第３回「まちづくりから情報ﾃﾞｻﾞｲﾝまで」 

□出版のユニバーサルデザインフォーラム http://www.d-kobo.jp/ud-pub.htm 

日時：10月21日 ／ 場所：東京しごとセンター地下講堂 

□第２回国際ユニヴァーサルデザイン会議2006 in 京都  http://www.ud2006.net/ 

 日時：10 月22 日～26 日 ／ 場所：国立京都国際会館（京都市） 他 

□日本ライトハウス展～全国ロービジョンフェア2006 http://www.iccb.jp/info/nichiraten2006/nichiraten2006.html 

日時：10 月22 日 ／ 場所：大阪京橋「ツイン 21」1 階広場 

□総合リハビリテーション研究大会 http://www.normanet.ne.jp/~rehab/ 

日時：10 月27、28 日 ／ 場所：全社協・灘尾ホール 

□シニアヘルス＆ライフスタイルエキスポ  

日時：11 月2 日～5 日 ／ 場所：大連星海コンベンション＆エキシビジョンセンター 

問い合わせ先：メサゴ・メッセフランクフルト TEL03-3262-8456 

□第15回全国ボランティアフェスティバルぐんま http://www.net-g.jp/~vf-gunma/ 

日時：11 月3 日～4 日 ／ 場所：群馬県総合スポーツセンター（ぐんまアリーナ） 

□P.P.C. 2006 第8回西日本国際福祉機器展 http://www.nishiten.or.jp/fukushi/ 

 日時：11 月9 日～11 日  ／ 場所：西日本総合展示場・新館 

□東洋大学人間環境デザイン学科開設記念連続シンポジウム http://www.toyo.ac.jp/life-d/ 

日時：11 月21 日 ／ 場所：東洋大学朝霞キャンパス 

第４回「人間環境デザインの可能性（２）」 

□新潟国際ビジネスメッセ 2006 http://messe.pavc.ne.jp/ 

 日時：11 月16 日～17 日 ／ 場所：新潟市産業振興センター   

□第41回日本都市計画学会学術研究論文発表会    http://wwwsoc.nii.ac.jp/cpij/com/ac/ac41.html 

日時：11 月18 日～19 日 ／ 場所：琉球大学千原キャンパス 

□IPEC21-2006 6th INTERIOR PRO EX CO ひと・環境・デザイン http://www.ipec21.jp/ 

  日時：11 月22 日～25 日 ／ 場所：東京ビッグサイト西展示棟   
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□九州ホスピタルショウ2006  http://www.noma.or.jp/show/hs_kyushu/2005/index.html 

  日時：11 月24 日～25 日 ／ 場所：福岡国際会議場   
□北海道ホスピタルショウ2006  http://www.noma.or.jp/show/hs_hokkaido/2005/index.html 

  日時11 月28 日～29 日 ／ 場所：札幌コンベンションセンター 

□関西ホスピタルショウ2006  http://www.noma.or.jp/bsosaka/ 

  日時：12 月7 日～8 日 ／ 場所：インテックス大阪 

□日経住まいのリフォーム博 2006 （第2回）http://sumai.nikkei.co.jp/reform/reformhaku/  

日時：12 月14 日から  ／ 場所：東京ビッグサイト（東京国際展示場）   

 □GERONT EXPO - HANDICAP EXPO（高齢者自立支援製品・サービス専門見本市） http://www.pgpromotion.fr/ 

    日時：2007 年3 月 ／ 場所：Paris Expo-Porte de Versailles 

 □SIFER 2007（第5回 国際鉄道産業見本市）  http://www.sifer2007.com   

   日時：2007 年6 月12 日～14 日 ／ 場所：Lille Grand Palais      
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
▼コラム 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

「リフレッシュ」 

暑い夏が過ぎ、足早に秋の気配を感じる今日この頃です。「秋の日はつるべ落とし」と言うように暗くなるのが早くなりました。 

この時期こそ、夏で疲れた体を癒し、リフレッシュに最適なときではないでしょうか、 

睡眠も心地良くとれますし、食欲も増します。（暴飲暴食はいけませんが・・） 

先日の日曜日、以前良く通った三浦の海（長浜）に出かけました。砂浜で遊ぶ人、小舟を操って遊ぶ人、釣りをしている人な

ど、様々ですが、なんと言っても海に吹く風が南から、北に変わり南に面している海は静かに汪洋さを表します。是非、出かけて

みてその模様を体験してみては如何でしょうか。きっと心も和むし、癒されると思います。 

また先日ですが、涼しくなったので、少し通勤経路を変えていつもより長く歩いて見たら、美味しい鯛焼き屋（「わかば」）を発見

しました。 

これまでの生活のリズムをほんの少し変えてみただけですが、新たな発見とリフレッシュができました。皆さんも如何ですか、未

知への遭遇に出会えるかも？ 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－【Information】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

○記事募集中！！ ： ecomomail@ecomo.or.jp 

○配信先変更・停止、ご意見・ご感想  ： ecomomail@ecomo.or.jp 

○交通バリアフリー推進ネットワークメールマガジンはバリアフリー推進ネットワークの著作物です。転送・転載する際は、 

必ず事前にご連絡ください。   ： ecomomail@ecomo.or.jp 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

■□■□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－□■□■ 

バリアフリー推進ネットワーク事務局 （交通エコロジー・モビリティ財団） 
E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp   

URL：http://www.ecomo.or.jp/itami_sengen/itami_index.html 
■□■□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－□■□■ 


